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研究成果の概要（和文）：本年度は分担者による研究報告会（名古屋大学文学部2014年12月21日）を開き，岡田（眼差
しの観点から見た映画論と絵画論の比較検討），金井直（カノヴァの彫刻受容・批評における写真の役割），石田美紀
（高倉健とカメラの眼差し）がそれぞれ発表を行ない，議論を重ねた．2015年3月2日と3日は，ローマ大学トル・ヴェ
ルガータとの共同開催で『哲学と芸術における目と眼差し』という国際シンポジウムを開催し，海外研究協力者のロー
マ大教授ジュゼッペ・パテッラ（ラカンにおける目と眼差し），パオロ・ダンジェロ（ヘーゲル美学における彫刻の眼
差し）をはじめ，京都大学の若手研究者８名がそれぞれ意欲的な発表を行った．

研究成果の概要（英文）：In this year we had a occasion at the Nagoya University where three members of 
research, Okada (The relationship between theory of picture and the theory of cinema from the point of 
gaze), Kanai(The role of photograph in the critics and reception of Canova), and Isida (Ken Takakura and 
the gaze of camera) gave presentations about the subjects of our research. In addition at University of 
Rome Tor Vergata with the collaboration of this University we holded the international syposium on "Eye 
and Gaze in Philosophy and Art", in which the Prof. Giuseppe Patella, the Prof. Paolo d'Angelo, the Prof. 
Roberto Terrosi and the young recerchers of Kyoto University participated and gave the reports on the 
subjects.　
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者である岡田は、これまで基盤研

究（Ｂ）「〈肖像〉をめぐる領域断的研究」（2007

～2010 年）において、美術史、美学・芸術学、

歴史人類学等の複数の領域を横断する研究

を組織してきた。そこからある意味で必然的

に浮上してきたのが、今回の「目」と「眼差

し」をめぐるさまざまな問題系であり、それ

はもはや「肖像」という特定のジャンルに納

まりきるものではなく、広く歴史的かつ理論

的に研究される必要があるという認識であ

る。本研究を着想するにいたった最も大きな

理由はそこにある。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、主として西洋美術を「目」

と「眼差し」という観点から総合的・領域横

断的に捉えなおそうとするものである。ここ

で問題となるのは、美術作品それ自体の内部

における「目」や「眼差し」の意味ないし機

能ばかりではない。観者との関係性、見ると

いう行為、様々な視覚的・光学的装置、受容

形態等の問題もまた、重要なテーマとなる。

ここで「目」と「眼差し」をあえて区別する

のは、それゆえ理由のないことではない。

「目」はモチーフとしてそれ自体で成立しう

るが、「眼差し」は必ず二つ以上が想定され

ている。本研究は、美術作品の内と外、つま

り作品と、作品を中心にしてそれを同心円状

に取り巻いている多層的な文脈（批評言説、

美術史学、展示空間、文化的・社会的状況等）

との多様な関係のあり方に注目し、「目」と

「眼差し」の果たす役割を歴史的かつ理論的

に解明することを目指すものである。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は大きく以下の5つの要素か

ら構成される。 

① 各分担者による作品調査と文献収集、お

よび作品の個別研究と解釈。これには海外調

査（イタリア、フランス、ドイツ等）も含ま

れる。② 「目」と「眼差し」をめぐる美学・

芸術学の思想、美術史の方法論、批評、科学

的言説の包括的でかつ批判的な洗い直しと

再解釈。③ ①②の研究成果の発表。一年に

３・４回程度、分担者全員が集まって報告を

行なう。④ ②以外にも、他の分野の研究者

を招いて、発表や議論を行なう。具体的には、

日本・東洋美術との比較、文学作品における

「目」や「眼差し」、精神分析、脳科学など

の研究者との知識や意見の交換等である。⑤ 

海外の共同研究者を招いて、公開シンポジウ

ムを企画・開催する。 

 

４．研究成果 

 本年度は分担者による研究報告会（名古屋

大学文学部 2014 年 12 月 21 日）を開き、海

外調査や国内調査等を踏まえて、岡田（「眼

差しの観点から見た映画論と絵画論の比較

検討」、金井直（「カノーヴァの彫刻受容・批

評における写真の役割」）、石田美紀（「高倉

健とカメラの眼差し」）がそれぞれ発表をお

こない、議論を重ねた。この報告会では主に、

メディウムを超えた絵画と写真と映画のあ

いだのイメージの移動と、それにともなう鑑

賞者の眼差しの変容という間メディウム論

的な問題点が新たに浮上してきた。 

 2015 年 3月 2日と 3日は、イタリアのロー

マ大学トル・ヴェルガータとの共同開催で

『哲学と芸術における目と眼差し』という国

際シンポジウムを開催し、ローマ大学の研究

者を中心にイタリア側から 5名、京都大学を

中心に日本側から 8名が参加して、美術史の

みならず、神話学、宗教学、人類学、精神分

析学等をも視野に入れながら、目と眼差しを

めぐる問題について、研究発表と議論がおこ

なわれた。その主たる概要は以下の通りであ

る。 

 岡田は、まさしく眼差しに捧げられたマイ

ケル・パウエルのカルト的映画『血を吸うカ

メラ（Peeping Tom）』に焦点を当てることで、

眼差しが絵画と映画とを切り結ぶ接合点に



なっていることを明らかにした。一方、ロー

マ大学のジュゼッペ・パテッラとロベルト・

テッロースィは、ラカンや視覚文化研究等に

言及しながら、眼差しの脱主体化を改めて提

起した。ヘーゲル美学の専門家であるパオ

ロ・ダンジェロは、古典的彫刻に眼差しはな

いというヘーゲルのテーゼを批判的に再考

した。キリスト教思想史の研究者であるジョ

ヴァンニ・サルメリは、イコノクラスムをめ

ぐる名高い問いを再び取り上げ、ここ数十年

の専門的研究の知見を踏まえて、イメージを

めぐる当時の論争に新たな光を投げかけた。

これらのほかにも、ギリシアのプロソポン、

ジョルジョ・ヴァザーリ、ナポリのバロック

絵画、アルテ・ポーヴェラ、多木浩二、ルイ

ジ・パレイゾン、ジャック・デリダ等につい

ての発表がおこなわれ、最終年度を締めくく

るにふさわしい内容となった。本シンポジウ

ムの記録は、ローマ大学トル・ヴェルガータ

の出版局より今秋に出版の予定である。 
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